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1.5 新規食品規則への申請状況 

 

 図表 1-5 は 2018 年 1 月 1 日の新規食品規則の発効後に、欧州委員会に申請された食用昆虫

の一覧である。 

欧州委員会による新規食品の申請・通達39を参照する限り、本調査時点において計 16 件の食

用昆虫の申請が行われており、そのうち認可済みである 6 件は、合法的に EU 域内での市場投

入が可能である。 

新規食品規則が施行された 2018 年には 10 件の申請が提出されたが、すでに市場に流通して

いる食用昆虫製品の経過措置の認可を目的とした申請も含まれていた。 

翌 2019 年には 4 件、2020 年には 2 件と申請件数は年々減っていき、2021 年以降は新たな

食用昆虫の申請は提出されていない。規則上、EU での居住、非居住問わず、あらゆる個人・

企業・機関が新規食品を申請可能である。しかし、EU 非居住の申請者はベトナムに拠点を置

く Cricket One（No.13）の 1 社のみであり、残りの 15 件の申請はすべて EU 居住の企業によ

るものであった。 

  

 
39 EU https://food.ec.europa.eu/safety/novel-food/authorisations/summary-applications-and-notifications_en  

https://food.ec.europa.eu/safety/novel-food/authorisations/summary-applications-and-notifications_en
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【図表 1-5 欧州委員会に提出された食用昆虫の一覧】 

 品目 申請者（拠点国） 申請年 状況40 

1 

レッサーミルワームの幼虫丸ごとおよび粉砕状 

Whole and ground Alphitobius diaperinus (lesser 

mealworm) larvae products 

Proti-Farm Holding NV 

（オランダ） 
2018 認可済み 

2 
イエコオロギ 

Acheta domesticus (house cricket)  

Belgian Insect Industry 

Federation（ベルギー） 
2018 審査中 

3 
乾燥ミルワーム 

Dried Tenebrio molitor (mealworms)  

MICRONUTRIS（SAS EAP 

Group）（フランス） 
2018 認可済み 

4 
乾燥カマドコオロギ 

Dried Gryllodes sigillatus (crickets) 

MICRONUTRIS（SAS EAP 

Group）（フランス） 
2018 

経過措置の 

適用を申請 

5 
トノサマバッタ 

Migratory locust (Locusta migratoria)  

Belgian Insect Industry 

Federation（ベルギー） 
2018 審査中 

6 

ミルワームの幼虫丸ごとおよび粉砕状 

Whole and ground mealworm (Tenebrio molitor) 

larvae 

Fair Insects BV 

（A Protix Company） 

（オランダ） 

2018 認可済み 

7 

トノサマバッタ丸ごとおよび粉砕状 

Whole and ground grasshopper  

(Locusta migratoria)  

Fair Insects BV 

（A Protix Company） 

（オランダ） 

2018 認可済み 

8 
イエコオロギ丸ごとおよび粉砕状 

Whole and ground crickets (Acheta domesticus)  

Fair Insects BV 

（A Protix Company） 

（オランダ） 

2018 認可済み 

9 

アメリカミズアブ 

（幼虫丸ごとの状態から乾燥、粉砕したもの） 

Hermetia meal（based on dried, ground meal of 

whole Hermetia illucens larvae） 

Enorm Biofactory 

（デンマーク） 
2018 審査中 

10 

ミツバチ雄幼虫（セイヨウミツバチ雄蛹） 

Honey bee drone brood (Apis mellifera) male 

pupae 

Finnish beekeepers’ 

association 

（フィンランド） 

2018 
経過措置の 

適用を申請 

11 

食品および食品添加成分として摂取されるイエロー

ミルワーム  

Tenebrio molitor (mealworm)  

Belgian Insect Industry 

Federation（ベルギー） 
2019 審査中 

12 
ミルワーム粉末 

Mealworm (Tenebrio molitor) flour 
Nutri'Earth（フランス） 2019 審査中 

13 

脱脂後のイエコオロギ丸ごとの粉末 

Defatted whole cricket (Acheta domesticus) 

powder 

Cricket One（ベトナム） 2019 認可済み 

14 

ミルワーム幼虫に由来するプロテイン粉末 

Protein powder from Alphitobius diaperinus 

larvae 

Ynsect NL B.V. 

（オランダ） 
2019 審査中 

15 
イエコオロギ粉末 

Cricket flour Acheta domesticus 

Italian Cricket Farm S.r.l

（イタリア） 
2020 審査中 

16 
ミルワームタンパク濃縮物 

Tenebrio molitor protein concentrate 
Ynsect（フランス） 2020 審査中 

 
40 「経過措置の適用を申請」の品目については、一部の EU 加盟国において販売が認められている可能性がある。新規

食品規則（EU）2015/2283、第 35 条の 2 により、2018 年 1 月 1 日までに適法に上市され、2019 年 1 月 1 日までに

EU に認可申請が行われた食用昆虫は、欧州委員会が認可に関する判断を下すまでの間、上市を引き続き認めるという

経過措置が設けられている。これにより、EU の一部の国では、食用昆虫の生産者は、(EU) 2015/2283 において未認

可の昆虫であっても、継続して販売を行うことができる。 
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 新規食品の申請状況は欧州委員会の公式サイト41にて公開されており、2018 年から現在に至

るまでの申請・通達を参照することができる。図表 1-5 にある申請内容は、原則として申請者で

ある昆虫生産者による自主判定試験データに基づいている。そこでは、提案される食品用途、昆

虫の特徴の他、主には生産管理、人体への影響、アレルギーに関する特記事項に係る情報等が含

まれている。 

P.21 以降では、図表 1-5 に掲げた 16 件の申請の個別データを取り上げている。一部の項目は

複数の申請で共通して確認できたため、食用昆虫の新規食品申請において重要なチェックポイ

ントになると考えられる。これらのポイントを下記に列記する。 

 

【図表 1-6 食用昆虫の新規食品申請の中で確認される主な事項】 

■給餌 

 昆虫への給餌には、100%植物性 GMP+認証42飼料を使用。 

 

■生産環境 

 閉鎖環境下にて養殖を行った（自然界からの捕獲ではない）。 

 

■キチンの摂取許容量 

 EU において一般的に参照されるキチンの摂取許容値を遵守すること。 

例：「EFSA の科学的意見書による安全基準（1 日のキチン摂取量：5g）を遵守するため

に、乾燥状態での一日あたり摂取量 54g 未満を推奨する」 

 

■人体への影響 

 ADME（薬物動態試験）は実施されていない（望ましくない化合物の吸収、消化、代謝、

排泄に関連する栄養上あるいは安全上の懸念が確認できない前提に基づく）。 

 

■アレルギー 

 ラベル表示でのアレルギーの注意喚起は、以下 3 点が多くの申請で共通する。 

「ダニ、甲殻類、軟体動物にアレルギーがある人は、昆虫を食べるとアレルギー反応

を引き起こす場合があります」 

「3 歳未満の乳幼児にはお勧めできません」 

「飼料の特性に基づく他のアレルゲンを含む可能性があります」 

  

 
41 EU https://food.ec.europa.eu/safety/novel-food/authorisations/summary-applications-and-notifications_en  
42 飼料の安全確保を目標に、原料から最終製品までの全工程において実施する基本的な安全管理である適正製造規範

（GMP:Good Manufacturing Practice）を満たした飼料メーカー等に与えられる認証 

https://food.ec.europa.eu/safety/novel-food/authorisations/summary-applications-and-notifications_en


第１章 

  

 

21 

 

1.5.1 レッサーミルワームの幼虫丸ごとおよび粉砕状43 

申請者 Proti-Farm Holding NV 

Harderwijkerweg 141B, 3852 AB Ermelo, Netherlands. 

申請食品名 Whole and ground Alphitobius diaperinus（lesser mealworm）larvae 

products 

レッサーミルワームの幼虫丸ごとおよび粉砕状 

申請根拠 規則（EU）2015/2283 

用途 レッサーミルワーム（以下 LMW と記載）製品は、さまざまな食品カテゴリで

幅広い用途を持つタンパク質豊富な成分である。提案用途および EFSA による

分類は下記の通りである。 

提案用途 EFSA による分類名 

朝食用シリアル、バー 朝食用シリアル （L2） 

パスタ、麺 パスタ（生）（L2） 

ロールパン パンおよびロールパン（L2） 

高級パン、菓子、ケーキ類製品  高級パン・菓子・ケーキ類製品（L2） 

加工肉  別表 7 参照 

スープ、だし汁  即席スープ  

ソース類  香辛料入りソース類（L2） 

ポテト、シリアル、小麦粉、でん粉を原料

とする軽食  

ポテト、シリアル、小麦粉、でん粉を原料と

する軽食 （L2） 

乾燥軽食菓子  使用不可 

サプリメント 栄養補助食品 （L2） 

肉類模倣品  肉類模倣品（L2） 

チョコレート・チョコレート製品  チョコレート（ココア） 製品（L2） 
 

昆虫の特徴  一般的にレッサーミルワーム（LMW）として知られている。LMW の幼虫

はライフサイクルが短く、タンパク質、ビタミン、ミネラル等の天然、持

続可能成分を豊富に含む。 

 100%植物性 GMP+認証飼料（基材グループ A: EU 飼料材料一覧（規則 

(EU) 68/2013）が餌として与えられている。 

 LMW 製品の主要成分は、水（非乾燥状態の場合）、タンパク質（すべての

必須アミノ酸）、脂肪（主に不飽和脂肪酸）、キチンであり、ビタミン

B2、B3、B5、B9、B12 およびミネラル（亜鉛、銅）が含まれる。 

 タンパク質は、FAO の定める上限値（FAO, 2013）によると、硫黄アミノ

酸（良質）を除くすべてのアミノ酸を豊富に含む。尚、タンパク質はキチ

ンを含むため完全には消化されないが、全体的に良好なバイオアセシビリ

ティ（生体可給性）を有していると評価されている。 

 試験分析により、重金属、マイコトキシン、農薬、プリオン、難燃剤、

PCB、DDT、ダイオキシン化合物について安全性の懸念はないことが検証

された。 

 
43 https://food.ec.europa.eu/document/download/6037c899-1013-4f58-955b-b05dba6b188f_en?filename=novel-

food_sum_ongoing-app_2018-0125.pdf  

https://food.ec.europa.eu/document/download/6037c899-1013-4f58-955b-b05dba6b188f_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2018-0125.pdf
https://food.ec.europa.eu/document/download/6037c899-1013-4f58-955b-b05dba6b188f_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2018-0125.pdf
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特記事項 生産管理 

 給餌には、植物性 GMP+認証飼料（基材グループ A: EU 飼料材料一覧 

（規則 (EU) 68/2013）を使用し、閉鎖環境下で養殖される。 

 

人体への影響 

 微生物データは、規則（EC）2073/2005 で定められた制限値およびオラ

ンダ食品・消費者製品安全局（NVWA）の許容値以内である。 

 キチンの濃度は、キチン-グルカンに関する EFSA 見解書（EFSA NDA, 

2010）で言及された許容値を超えるリスクはない。 

 文献調査の限り、タンパク質、ミネラル、キチン、アミノ酸の吸収、消

化、代謝、排泄に関する懸念は発見されなかった。望ましくない化合物の

濃度が低いことに基づき、毒性学的研究は行っていない。 

 申請者により、提案された使用条件と摂取量において、LMW 製品は食品

成分として安全であると結論づけた。 

 

アレルギーに関する注意事項 

 甲殻類、軟体動物、イエダニとの交差反応が存在し、製品がグルテンを含

むため、LMW による高いアレルギー誘発性および交差反応は、アレルギ

ー性表示の義務付けに値するものである。 
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1.5.2 イエコオロギ44 

申請者 Belgian Insect Industry Federation （BiiF） 

15 rue Fernand Bernier, 1060 Saint Gilles, Belgium 

申請食品名 Acheta Domestics（House cricket） 

イエコオロギ 

申請根拠 規則（EU）2015/2283 

用途 パスタ、タンパク質製品（乳製品の類似品を除く）、菓子、サラダとセイボリ

ーを基にしたサンドウィッチスプレッド、製パン製品、ナッツスプレッド、

加工食品製品および軽食  
昆虫の特徴  イエコオロギは雑食性昆虫で、閉鎖環境下での養殖が可能。 

 食用にされるのは成虫であり、特に乾燥状態では高い栄養価を持つ。 

 リノール酸やα-リノレン酸等の多価不飽和脂肪酸、ビタミン B2、B12、

C、E、必須アミノ酸を多く含み、他の栄養素の欠乏を招くことは無い。 

 微生物学的、化学的、重金属分析により、FASFC（ベルギー連邦食品連鎖

安全機関）が提案するガイドライン、EU 食品安全規制、FAO が定める基

準を満たしていることが証明された。 

特記事項 生産管理 

 衛生管理・製造管理基準、トレーサビリティ、届出義務、表示義務の

他、化学的・微生物的危険性の管理、HACCP に基づく自己点検システム

等を遵守し、製品化された製品の安全性を保証している。 

 

人体への影響 

 発展途上国におけるイエコオロギの伝統的な消費と、欧州におけるイエ

コオロギの成虫を含む食品の消費の拡大（一部の欧州諸国が一定の条件

下で、当該昆虫種の商業化を許可したことによる）は、消費者の健康に

悪影響を及ぼさないことを裏付けている。 

 イエコオロギを摂取しても、キチンによる悪影響は報告されていない。

しかし、EFSA による安全基準（1 日のキチン摂取量：5g）を遵守する

ために、乾燥状態での一日あたり摂取量：54g 未満を推奨する。これは

最大値では無いが、リスクを最小限に抑えるための参考値として使用す

ることができる。 

 

アレルギーに関する注意事項 

 イエコオロギの摂取による明確なアレルギー反応は報告されていない。

しかし、貝類、甲殻類、ダニ類にアレルギーを持つ人は、イエコオロギ

 
44 https://food.ec.europa.eu/document/download/fc1d368f-ce33-4e81-931e-e9e858f3fe75_en?filename=novel-

food_sum_ongoing-app_2018-0128.pdf   

https://food.ec.europa.eu/document/download/fc1d368f-ce33-4e81-931e-e9e858f3fe75_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2018-0128.pdf
https://food.ec.europa.eu/document/download/fc1d368f-ce33-4e81-931e-e9e858f3fe75_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2018-0128.pdf
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を含む製品の摂取を避ける必要がある。この警告は、当該昆虫種を含む

製品のラベルに明確に記載する必要がある。 

1.5.3 乾燥ミルワーム45 

申請者 MICRONUTRIS（SAS EAP Group） 

6 rue du partanais, 31650 Saint-Orens-de-Gameville, France 

申請食品名 Dried Tenebrio molitor（Mealworms） 

乾燥ミルワーム 

申請根拠 規則（EU）2015/2283 

（第 35.2 条にある昆虫製品（EU にてすでに合法的に上市されているもの）

の移行期間に該当） 

用途 製パン、シリアル。乾燥ミルワーム（パッケージ入り）。シリアルバー。ビス

ケット、クッキー、クラッカー。チョコレート菓子 。⽢味料。サラダ ドレ

ッシング。インスタント食品。パスタ。 

昆虫の特徴 ミルワームは、高率のタンパク質と脂肪を含む多くの栄養特性を含む昆虫で

あり、市場にとって意義深い代替食品とみなされる。 

特記事項 生産管理 

 申請者は、食用ミルワームの品質と安全性を確保するために、食品の安

全性に基づく ISO22000 の品質保証システムと、生産の全段階を考慮し

た HACCP の手法を導入している。 

 微生物学的、化学的、物理的なリスクについての管理を行い、マイコト

キシン（ボミトキシン、アフラトキシン、オクラトキシン等）や、重金

属（鉛、カドミウム）、有機塩素系農薬、ピレスロイド、有機リン系農薬

等の汚染物質が含まれていないか定期的に管理されている。しかし、リ

スク評価を行ったカドミウムを除いて、一般的な評価手法でリスクを定

量化することは不可能である。 

 同様に、微生物学的指標も定期的に管理されている。微生物学的基準に

対するミルワームのロットの適合性は、（CE）2073/2005 に基づき、

（CE）1441/2007 で更新されている。 

 水分活性が 0.6 未満であることが確認されるまで出荷しない。 

 

人体への影響 

 ミルワームの餌となる有機植物原料には、ダイオキシンとポリ塩化ビフ

ェニルが含まれていないことが確認されている。 

 毒性試験により、遺伝毒性がないことが確認された。 

 28 日間および 90 日間の反復経口投与試験において 3000 mg/kg 以下の

用量では有害作用がないことが確認された。 

 
45 https://food.ec.europa.eu/document/download/f24ab911-2170-43a5-b058-17881db9ce44_en?filename=novel-

food_sum_ongoing-app_2018-0241.pdf   

https://food.ec.europa.eu/document/download/f24ab911-2170-43a5-b058-17881db9ce44_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2018-0241.pdf
https://food.ec.europa.eu/document/download/f24ab911-2170-43a5-b058-17881db9ce44_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2018-0241.pdf
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 乾燥した昆虫で測定されたカドミウムの値（70ppb）は、いずれの集団

を対象とした場合も、一日の許容値の 5％未満である。 

 

アレルギーに関する注意事項 

 甲殻類に特に敏感な人々に対するミルワームのアレルゲンの可能性は、

複数の研究で報告されている。具体的には鼻炎、喘息、および接触性皮

膚炎等の症状が挙げられる。従い、申請者は、次のような表示を推奨す

る。「甲殻類に準じたアレルゲンを含む」。 

 キチン摂取量 45g/人・日に基づくと、消費者の健康に害を及ぼさないこ

とが確認されている。欧州で推奨されている用途（軽食やスポーツ選手

用のエネルギーバー）の 1 日の推定消費量の合計は、摂取基準値 45 g /

人・日に満たないため、影響は軽微であると判断される。 
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1.5.4 乾燥コオロギ46 

申請者 MICRONUTRIS（SAS EAP Group） 

6 rue du partanais, 31650 Saint-Orens-de-Gameville, France 

申請食品名 Dried Gryllodes sigillatus（crickets） 

乾燥カマドコオロギ 

申請根拠 規則（EU）2015/2283  

（第 35.2 条にある昆虫製品（EU にてすでに合法的に上市されているもの）

の移行期間に該当） 

用途 製パン材料、朝食用シリアル、乾燥状の丸ごとコオロギ（パッケージ入り）、

シリアルバー、ビスケット、クッキー、クラッカー。チョコレート菓子、⽢

味料、サラダドレッシング、インスタント食品、パスタ 

昆虫の特徴 コオロギは、タンパク質と脂肪を含む多くの栄養特性を持つ昆虫であり、食

用として意義深い代替栄養源とみなされる。 

特記事項 生産管理 

 申請者は、食用コオロギの品質と安全性を確保するために、食品の安全

性に基づく ISO22000 品質保証システムと、昆虫の養殖から、顧客に提

供する乾燥コオロギ製品の完成まで、生産の全段階を考慮した HACCP

工程を導入している。具体的には、微生物学的、化学的、物理的なリス

クをふまえた管理を実施している。 

 生産にあたり、カビ毒（ボミトキシン、アフラトキシン、オクラトキシ

ン等）、重金属（鉛、カドミウム）、有機塩素系農薬、ピレスロイド、有

機リン系農薬などの汚染物質の含有を定期的に管理している。 

 微生物学的基準に関する許容値は、(CE) 2073/2005 に基づく(CE) 

1441/2007 を参照している。 

 

人体への影響 

 コオロギの餌となる有機野菜原料には、ダイオキシンやポリ塩化ビフェ

ニルが含まれないことを検証している。多くの食用昆虫を対象とした毒

性試験では、試験管内または生体内の遺伝毒性試験、最長 18 週間の反復

投与による摂食試験のいずれにおいても、有害な影響がないことが確認

された。 

 乾燥昆虫を対象に測定されたカドミウムの値（70ppb 程度）は、いずれ

の集団を対象に検証した結果、一日耐容値の 5%未満に相当する。 

 申請者が確立した手順に従って養殖・加工された乾燥コオロギは、安全

で健康的な食材であり、現在の動物性タンパク質に代わる食材の摂取を

希望する消費者の栄養状態の改善を実現する。 

 
46 https://food.ec.europa.eu/document/download/aab48a45-43ca-46af-a5c6-66316e27e9e7_en?filename=novel-

food_sum_ongoing-app_2018-0260.pdf  

https://food.ec.europa.eu/document/download/aab48a45-43ca-46af-a5c6-66316e27e9e7_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2018-0260.pdf
https://food.ec.europa.eu/document/download/aab48a45-43ca-46af-a5c6-66316e27e9e7_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2018-0260.pdf
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アレルギーに関する注意事項 

 特定された主な毒性作用は、コオロギ由来のアレルゲンである。事実

上、甲殻類に特に敏感な人々に対するコオロギのアレルゲンの可能性

は、複数の研究で報告されている（具体的には、鼻炎、喘息、接触性皮

膚炎等の症状が特徴である。申請者は、次のような表示を推奨する。「甲

殻類に類似したアレルゲンを含む」）。 

 オランダ当局は、一人あたりキチン質の摂取を 45g/日とし、昆虫の摂取

は人体の健康にとって無害であると定めている。欧州で推奨されている

用途（食前酒やスポーツ選手が摂取するエネルギーバー）の 1 日の推定

摂取量の合計は、その基準値に満たない。 
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1.5.5 トノサマバッタ47 

申請者 Belgian Insect Industry Federation （BiiF） 

15 rue Fernand Bernier, 1060 Saint-Gilles, Belgium 

申請食品名 Migratory locust（Locusta migratoria） 

トノサマバッタ 

申請根拠 規則（EU）2015/2283 

用途 乳製品を除くタンパク質製品、菓子類、サラダおよびサンドイッチ用スプレ

ッド、製パン・菓子・ケーキ類製品、調理済み軽食、ナッツスプレッド、ス

ープ、ソース等。  
昆虫の特徴  トノサマバッタは、温帯および熱帯域に広く分布する。主に草食性で、

広範囲の穀物に強い害を及ぼす可能性がある。成虫は食用販売目的で大

量の養殖が可能。 

 特に乾燥形態で栄養価の豊富な食品である。 

 必須リノール酸やα-リノール酸、ビタミン B1、B2、B3、B12、必須ア

ミノ酸等の多価不飽和脂肪酸を豊富に含み、他の栄養素が欠乏すること

はない。 

特記事項 生産管理 

 微生物学的、化学的、重金属分析により、この昆虫種は FASFC（ベルギ

ー連邦食品連鎖安全機関）が提唱するガイドライン、EU の食品安全規

制、FAO が定める基準に適合している。 

 生産システムは、衛生基準や製造管理基準、トレーサビリティ、届出義

務、表示義務を遵守し、商品化された製品の安全性を保証する。 

 化学的・微生物的危害の管理、HACCP の原則に基づく自己点検システム

も導入している。 

 

人体への影響 

 発展途上国においてトノサマバッタは伝統的に消費されている。 

 さらにトノサマバッタの成虫を含む食用としての欧州での消費増加（特

定の条件下でのこの昆虫種の商業化に対する一部の EU 加盟国による経

過的認可による）がある一方、消費者の健康に悪影響を与える報告がさ

れていない。 

 上記は、人間の健康への有害な影響がないことを裏付けるものである。

本製品は、より持続可能で栄養価の高いタンパク質を提供することで、

食肉の代替品としての価値ある食材となり得る。 

 

 

 
47 https://food.ec.europa.eu/document/download/c9581ad6-4456-494c-991e-a16d22a53d98_en?filename=novel-

food_sum_ongoing-app_2018-0395.pdf  

https://food.ec.europa.eu/document/download/c9581ad6-4456-494c-991e-a16d22a53d98_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2018-0395.pdf
https://food.ec.europa.eu/document/download/c9581ad6-4456-494c-991e-a16d22a53d98_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2018-0395.pdf
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アレルギーに関する注意事項 

 アレルギー反応の事例を除けば、トノサマバッタの摂取によるキチンか

らの悪影響は報告されていない。また、イナゴを摂取したことによるア

レルギー反応は、ごく限られたケースしか報告されていない。 

 EFSA によって人間の健康にとって安全であると報告された 1 日の摂取

量（5g/日）を遵守し、新規食品に含まれるキチンの低いアレルギー誘発

性をさらに最小化するために、乾燥トノサマバッタ/Locusta migratoria 

95g の消費を超えないよう勧告する方針である。 

 貝類、甲殻類、ダニ類にアレルギーのある人は、トノサマバッタを含む

製品の摂取を控えるべきである。この警告は、この昆虫種を含む製品の

ラベルに明確に表示する計画である。 

 

  



第１章  EU 

第１節 食用昆虫規制の実態 

 

30 

 

1.5.6 ミルワームの幼虫丸ごとおよび粉砕状48 

申請者 Fair Insects BV （A Protix Company） 

Industriestraat 3, 5107 NC Dongen, Netherlands 

申請食品名 Whole and ground mealworm（Tenebrio molitor）larvae 

ミルワームの幼虫丸ごとおよび粉砕状 

申請根拠 規則（EU）2015/2283 

（第 35.2 条にある昆虫製品（EU にてすでに合法的に上市されているも

の）の移行期間に該当） 

用途  ミルワーム幼虫は次の形態で処理されている。 

全体 - 熱処理、冷凍、凍結乾燥。 

粉末 - 熱処理、凍結、凍結乾燥、粉砕 

 パンおよび類似製品、朝食用シリアル、高級パン・菓子・ケーキ類製

品、パスタ、生地および類似製品、香辛料、調味料、ソース、香料、

魚介類加工品、調理済み食品を含む料理、特定食用食品、ソーセー

ジ、模造肉、スープおよびサラダ、穀類・種子・根菜類のフライまた

は押し出し加工品、アルコール飲料ビールおよびビール類似飲料、混

合アルコール飲料、無糖スピリッツおよびリキュール、チョコレート

等の菓子類、野菜および野菜の加工・保存品、野菜および野菜加工

品、ナッツ・種子、ペースト/乳液/塊クリームチーズ、チップおよび

類似製品以外の菓子類、全肉加工食品等。  
昆虫の特徴  ミルワーム幼虫は⽐較的養殖しやすく、ライフサイクルが短く、有望

な栄養源である。 

 乾燥したミルワーム幼虫には、FAO 2013 の推奨値よりも高い水準の

必須アミノ酸を含むタンパク質量を有している。  

 オメガ 3 脂肪酸と一価不飽和脂肪酸が豊富に含まれる。乾燥したミル

ワーム幼虫は、P、Mg、Fe、Mn、Zn、ビタミン B2、B3、B5、B8

を豊富に含み、Cu とビタミン B1 の供給源でもある。 

特記事項 生産管理 

 給餌には GMP+認証飼料*が使用され、閉鎖環境下での養殖がされて

いる（*基材グループ A：規則 (EC) 68/2013 の EU 飼料原料一覧記

載に従った動物飼料原料）。 

 幼虫の段階で収穫され、規則 (EC) 178/2002、規則(EC)1881/2006、

規則 (EC) 2073/2006 で規定されている一般的な食品原則、食品汚染

物質要件、微生物学要件に基づいて処理される。 

 昆虫の加工は品質管理を含め、HACCP の原則に基づいて行われる。 

 

 
48 https://food.ec.europa.eu/document/download/c293ee6b-b952-46dd-a1c0-28aab7174951_en?filename=novel-

food_sum_ongoing-app_2018-0802.pdf  

https://food.ec.europa.eu/document/download/c293ee6b-b952-46dd-a1c0-28aab7174951_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2018-0802.pdf
https://food.ec.europa.eu/document/download/c293ee6b-b952-46dd-a1c0-28aab7174951_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2018-0802.pdf
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人体への影響 

 本申請は、乳幼児を除く一般人を対象としている。 

 試験室の結果と使用される製造工程から、重金属、マイコトキシン、

PCB/ダイオキシン、殺虫剤、プリオン、微生物等に関する安全性の

懸念は無く、抗栄養化合物も存在しないか、低濃度であるため、健康

へのリスクはない。 

 ミネラルの濃度は、予想される摂取量データを計算する際に考慮さ

れ、EFSA, 2014 および EFSA, 2015 で言及された許容上限値を保証す

るために使用される。キチン-グルカンに関する EFSA 意見書

（2010）で言及されたキチンレベルも、予想摂取量データを計算する

ために考慮される。 

 申請書に記載の資料では、望ましくない化合物の吸収、消化、代謝、

排泄に関連する栄養上あるいは安全上の懸念は明らかにされなかっ

た。したがって、ADME（薬物動態試験）は実施されていない。 

 遺伝毒性および慢性毒性試験において、同様の凍結乾燥ミルワーム幼

虫を使用した結果、遺伝毒性はなく、有害な影響を含まないことが確

認された。さらに、申請者のミルワーム幼虫の水性抽出物を用いて、

異なる種類の細胞に対する細胞毒性試験を実施した結果、細胞毒性は

認められなかった。 

 申請者は、ミルワームの幼虫とその製品は、提案された使用条件下で

欧州の人口による消費に安全であり、予想される摂取レベルでは栄養

上の悪影響がないと判断している。 

 

アレルギーに関する注意事項 

 ミルワームの幼虫と軟体動物および甲殻類との交差反応性および分類

学的類似性は、研究により証明されている。摂取量評価は、乳幼児を

除く一般集団を対象として実施された。 

 ラベルに次のような表示が必要である。 

「ダニ、甲殻類、軟体動物にアレルギーがある人は、昆虫を食べると

アレルギー反応を起こすことがあります」 

「3 歳未満の乳幼児にはお勧めできません」 

「飼料の特性に基づく他のアレルゲンを含む可能性があります」 
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1.5.7 トノサマバッタ丸ごとおよび粉砕状49 

申請者 Fair Insects BV （A Protix Company） 

Industriestraat 3, 5107 NC Dongen, Netherlands 

申請食品名 Whole and ground Grasshopper（Locusta migratoria） 

トノサマバッタ丸ごとおよび粉砕状 

申請根拠 規則（EU）2015/2283 

（第 35.2 条にある昆虫製品（EU にてすでに合法的に上市されているも

の）の移行期間に該当） 

用途 穀物および穀物類似粉、パンおよび類似製品、朝食用シリアル、高級パ

ン・菓子・ケーキ類製品、パスタ、生地および類似製品、香辛料、調味

料、ソース、薬味、魚介加工品、調理済み食品を含む食品、特定食用食

品、ソーセージ、模造肉、スープおよびサラダ、アルコール飲料（ビール

およびビール類似品、混合アルコール飲料）、無糖スピリッツおよびリキ

ュール、チョコレート等の菓子類、野菜および野菜の加工・保存品、野

菜、野菜製品、ナッツ/種子、ペースト/乳液/塊クリームチーズ、チップ

および類似品を除く菓子類、全肉加工製品等。 
 

昆虫の特徴  対象昆虫は、養殖が容易で、ライフサイクルが短く、栄養価も高い。 

 乾燥トノサマバッタは、FAO 推奨値（FAO 2013）よりも高いレベル

で、すべての必須アミノ酸を含む高レベルのタンパク質を含む。ま

た、トノサマバッタは α リノレン酸（オメガ 3 脂肪酸）を豊富に含

み、P、Fe、Zn、Cu、ビタミン B2、ビタミン B3、ビタミン B5、ビ

タミン B8、ビタミン B12 が多く含まれる。さらに、これらの昆虫

は、Mn とビタミン E の供給源でもある。 

特記事項 生産管理 

 養殖は閉鎖環境下で行われる。 

 給餌には、GMP+認証の飼料*が与えられている（*規則 (EC) 

68/2013 に記載された EU 飼料材料一覧の「基材グループ A」-動物

飼料材料に該当する飼料）。 

 規則 (EC）178/2002、規則 (EC) 1881/2006、規則(EC) 2073/2005、

規則 (EC）1441/2007 に従って養殖・加工される。 

 食品加工は HACCP の原則に基づき、定期的な品質管理により、食用

としての安全性を確保している。 

 

人体への影響 

 本申請は、乳幼児を除く一般人を対象としている。 

 
49 https://food.ec.europa.eu/document/download/03af8cdd-56fc-468a-960b-c7fe358fb5c9_en?filename=novel-

food_sum_ongoing-app_2018-0803.pdf  

https://food.ec.europa.eu/document/download/03af8cdd-56fc-468a-960b-c7fe358fb5c9_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2018-0803.pdf
https://food.ec.europa.eu/document/download/03af8cdd-56fc-468a-960b-c7fe358fb5c9_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2018-0803.pdf
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 書類で検討された実施済みの分析研究と文献研究は、重金属、マイコ

トキシン、PCB/ダイオキシン、農薬、プリオン、微生物に関する食

品安全のリスクはないことを示している。また、一式文書に記載され

ている結果から、複数の抗栄養因子は製品に含まれないものもあれ

ば、低濃度で存在し、消費者に危険を及ぼさないものもある。 

 ミネラルとキチンの許容摂取量は、EFSA の見解に適合している。 

 キチン-グルカンに関する EFSA 意見書（2010）に対応するミネラル

とキチンの許容摂取限界値を考慮し、予想摂取量データを算出した。 

 申請書に記載の資料では、キチン、ミネラル、タンパク質の吸収、消

化、代謝、排泄に関する懸念はなく、試験結果では、望ましくない化

合物の量が少なかったため、ADME（薬物動態試験）試験は実施して

いない。 

 資料にあるトノサマバッタ凍結乾燥の遺伝毒性試験では、遺伝毒性は

ないことが示された。 

 さらに、トノサマバッタの水性抽出物を用いて実施した細胞毒性試験

では、試験した最高濃度においても、異なる細胞タイプ（食品毒性の

研究に使用）に対する毒性は示されないという結果であった。 

 

アレルギーに関する注意事項 

 トノサマバッタは甲殻類や軟体動物と同様の交差反応を示すことが文

献調査で確認されている。摂取量評価は乳幼児を除く一般人を対象に

行われた。 

 ラベルに以下の表示を義務づけるものとする。 

「ダニ、甲殻類、軟体動物にアレルギーがある人は、昆虫を食べると

アレルギー反応を起こすことがあります」 

「3 歳未満の乳幼児にはお勧めできません」 

「飼料の特性に基づく他のアレルゲンを含む可能性があります」 
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1.5.8 イエコオロギ丸ごとおよび粉砕状50 

申請者 Fair Insects BV （A Protix Company） 

Industriestraat 3, 5107 NC Dongen, Netherlands 

申請食品名 Whole and ground cricket （Acheta domesticus） 

イエコオロギ丸ごとおよび粉砕状 

申請根拠 規則（EU）2015/2283 

（第 35.2 条にある昆虫製品（EU にてすでに合法的に上市されているも

の）の移行期間に該当） 

用途 パンおよび類似製品、朝食用シリアル、高級パン・菓子・ケーキ類用品、

パスタ、生地および類似製品、香辛料、調味料、ソース、調味料、加工さ

れた魚介類、調理済み食品。特定の食事療法用食品、ソーセージ、代替肉

製品、スープ・サラダ、アルコール飲料 、ビールおよびビール類似飲

料、混合アルコール飲料、無糖スピリッツおよびリキュール。チョコレー

トを含む菓子、加工または保存された野菜および類似のもの、野菜および

野菜製品、ナッツ/シード、ペースト/乳液/クリームチーズ、チップス等

を除く軽食類。加工肉製品。 
 

昆虫の特徴  イエコオロギは⽐較的養殖が容易で、ライフサイクルが短く、人間に

とり貴重な栄養源である。 

 乾燥イエコオロギは、FAO（2013）の推奨値よりも高いレベルで、す

べての必須アミノ酸を含む高レベルのタンパク質を含む。さらにオメ

ガ 3 脂肪酸、P、Fe、Mn、Zn、Cu、ビタミン B2、B5、B8、B9、

B12、E が多く含まれている。 

特記事項 生産管理 

 イエコオロギの繁殖と養殖は、GMP+認証の飼料が昆虫に提供される

閉鎖環境で行われる。規則 （EC）68/2013 に記載された EU 飼料

材料一覧の「基材グループ A」-動物飼料材料に該当する飼料材料を

用いている。 

 収穫後、昆虫は品質管理を含む HACCP の原則に従って処理される。 

 規則 (EC) 178/2002、規則 (EC) 1881/2006、規則 (EC）

2073/2005、 規則 (EC) 1441/2007 によって規定されている一般食

品法の原則、汚染物質レベル、微生物学的パラメータに従っている。 

 

人体への影響 

 成分分析および科学的研究により、イエコオロギの重金属、マイコト

キシン、PCB/ダイオキシン、農薬、プリオン、微生物について安全

 
50 https://food.ec.europa.eu/document/download/e696b4cd-6659-4d7c-a216-7e8a0e75bf58_en?filename=novel-

food_sum_ongoing-app_2018-0804.pdf  

https://food.ec.europa.eu/document/download/e696b4cd-6659-4d7c-a216-7e8a0e75bf58_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2018-0804.pdf
https://food.ec.europa.eu/document/download/e696b4cd-6659-4d7c-a216-7e8a0e75bf58_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2018-0804.pdf
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性の懸念はないことが実証されている。抗栄養素は存在しないか、ま

たは健康上のリスクをもたらさない低濃度である。 

 キチングルカンに関する EFSA 意見書（2010）に対応するミネラルと

キチンの許容摂取限界値を考慮し、予想摂取量データを算出した。 

 また、ミネラルの濃度も考慮し、そのレベルが EFSA 意見書（2014, 

2015）の中で言及される許容上限値を超えないようにしている。 

 既存の科学文献には、タンパク質、ミネラル、キチンの吸収、消化、

代謝、排泄に関する安全性の懸念は報告されていない。望ましくない

化合物の濃度が低いことに基づき、ADME（薬物動態試験）は実施し

ていない。文献にあるフリーズドライのコオロギに対して行われた経

口毒性試験では、毒性は存在せず、副作用もないことが確認された。 

 さらに、申請者がイエコオロギの水性抽出物を用いて異なる種類の細

胞に対して行った細胞毒性試験では、試験した最高濃度においても細

胞毒性はないことが示された。 

 イエコオロギとその製品は、提案された使用条件下で、ヨーロッパの

人々による消費に安全であると結論づけられた。提案された摂取レベ

ルでは、栄養学的な悪影響はないと判断される。 

 

アレルギーに関する注意事項 

 イエコオロギと軟体動物および甲殻類との交差反応性および分類学的

類似性は、これまでに科学的文献で証明されている。 

 乳幼児を除く一般人を対象に評価が行われた。従い、本申請の対象と

なる食品には、以下のラベル表示を行う必要がある。 

「ダニ、甲殻類、軟体動物にアレルギーがある人は、昆虫を食べると

アレルギー反応を引き起こす場合があります」 

「3 歳未満の乳幼児にはお勧めできません」 

「飼料の特性に基づく他のアレルゲンを含む可能性があります」 
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1.5.9 アメリカミズアブ（幼虫丸ごとの状態から乾燥、粉砕したもの）51 

申請者 Enorm Biofactory  

A/S, Hedelundvej 15, 8762 Flemming, Denmark 

申請食品名 Hermetia meal（based on dried, ground meal of whole Hermetia 

illucens larvae） 

アメリカミズアブ（幼虫丸ごとの状態から乾燥、粉砕したものに基づく） 

申請根拠 規則（EU）2015/2283 

用途 2 つの食品カテゴリにおいて、最大 10％w/w（重量⽐）の成分として使用

を目的としている。 

1）パン・菓子・ケーキ類製品 

2）ばれいしょ、穀物、小麦粉、でん粉に由来する軽食 
 

昆虫の特徴  アメリカミズアブ（Hermetia illucens (Linnaeus, 1758)）は、ブラッ

クソルジャーフライという通称でも知られる。ミズアブ科の一般的で

広く分布するハエで、ここ数十年で国際的な種となった。近年では、

南ヨーロッパと中央ヨーロッパに生息する。 

 乾燥状態で、30-45%のタンパク質と 25-40%の脂肪分の高い栄養価を

有する。微生物学的および化学的分析により、EU の食品安全基準お

よび FAO/WHO のコーデックス規格への準拠が証明されている。 

 また、アメリカミズアブはマレーシアにおける伝統的食材として知ら

れている。 

特記事項 生産管理 

 アメリカミズアブの幼虫とアメリカミズアブ幼虫ミールの生産工程

は、衛生規範、トレーサビリティ、強制通知と表示要件、化学的およ

び微生物的危険の管理、HACCP 原則に基づく自己管理システムを尊

重することにより、商品化の安全性を保証している。 

 

アレルギーに関する注意事項 

 甲殻類やイエダニにアレルギーのある消費者は、アレルギーの交差反

応のリスクから、アメリカミズアブ（または他の昆虫由来の食品）を

含む製品の摂取を避ける必要がある。従い、アメリカミズアブ幼虫を

含む製品のラベルには、アレルギーに関する警告が必要である。 

 

 

 

 
51 https://food.ec.europa.eu/document/download/e5edf5ac-5155-4072-a70c-54e8365fced6_en?filename=novel-

food_sum_ongoing-app_2018-0765.pdf  

https://food.ec.europa.eu/document/download/e5edf5ac-5155-4072-a70c-54e8365fced6_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2018-0765.pdf
https://food.ec.europa.eu/document/download/e5edf5ac-5155-4072-a70c-54e8365fced6_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2018-0765.pdf
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1.5.10 ミツバチ雄幼虫（セイヨウミツバチ雄蛹）52 

申請者 Finnish beekeepers’ association 

Ullanlinnankatu 1 A 3, 00130 Helsinki, Finland 

申請食品名 Honey bee drone brood（Apis mellifera male pupae） 

ミツバチ雄幼虫（セイヨウミツバチ雄蛹） 

申請根拠 規則（EU）2015/2283 

（第 35.2 条にある昆虫製品（EU にてすでに合法的に上市されているも

の）の移行期間に該当） 

用途  ミツバチの全雄バチ幼虫は、そのまま、または他の食品の成分とし

て、人間が消費するために生産される。 

 食品としての雄バチ幼虫は、全個体数を対象としている。 
 

昆虫の特徴  セイヨウミツバチ（Apis mellifera （Linnaeus, 1758））は、ミツバチ

科に属する膜翅目（Hymenoptera）昆虫の一種である。EU をはじ

め、世界中で養蜂の実践に利用されている。 

 ミツバチのドローン（雄）の子は、ハチミツ生産期（ヨーロッパでは

夏）になると自然にミツバチの巣箱の中に入ってくる。ミツバチのコ

ロニーにおける雄バチの主な役割は、若い女王バチとの交尾であり、

これによりミツバチコロニーの自然繁殖が実現する。 

 現在、多くの国で雄バチの卵が巣箱から取り除かれているが、これ

は、繁殖サイクルの中で働き蜂の卵よりも雄バチの卵を好むミツバチ

ヘギイタダニ駆除のための手段である。この点から、養蜂や蜂蜜生産

の副産物として雄バチの幼虫を利用することは、生態学的にも経済的

にも意義がある。 

 雄バチの幼虫は、食材として高い栄養価を持っている。タンパク質、

脂肪（一価不飽和オレイン酸を含む）、ビタミン B3、B5、各種ミネラ

ルを多く含み、人間が消費するタンパク質の代替源となる。 

特記事項 生産管理 

 雄バチの幼虫は、働き蜂から蜂蜜と花粉を与えられ、蜂のコロニーが

作った巣箱の密閉された蜜蝋セルで、クリーンな環境で育つ。この申

請書類に記載された製造工程と、フィンランドの養蜂における適正衛

生基準および適正製造基準に従って製造されることにより、雄バチの

幼虫の品質と安全性は保証される。 

 

人体への影響 

 雄バチの幼虫を摂取したことによる人体への悪影響は報告されていな

い。また、文献調査においても、雄バチの幼虫の吸収、消化、代謝、

 
52 https://food.ec.europa.eu/document/download/2fcd9057-70f8-4704-8885-9f3c20fb47c4_en?filename=novel-

food_sum_ongoing-app_2018-0754.pdf  

https://food.ec.europa.eu/document/download/2fcd9057-70f8-4704-8885-9f3c20fb47c4_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2018-0754.pdf
https://food.ec.europa.eu/document/download/2fcd9057-70f8-4704-8885-9f3c20fb47c4_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2018-0754.pdf
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抗栄養因子に関する懸念は報告されていない。従い、本申請にあたり

毒性学的な解析は行っていない。 

 セイヨウミツバチの雄バチの幼虫は食品および食品成分として安全で

あると結論付けられた。従い、タンパク質が豊富な貴重な代替食品と

して考えることができる。 

 

アレルギーに関する注意事項 

 アレルギー性交差反応の可能性があるため、貝類、甲殻類、ダニにア

レルギーのある人は、雄バチの幼虫を食べるのを避けるべきである。

この警告は、雄バチ幼虫を含む製品のラベルに明確に表示されなけれ

ばならない。 

 フィンランドでは、特定の条件下で商業化を許可する経過措置によ

り、食品としての雄バチ幼虫の販売が可能であった。 
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1.5.11 食品および食品添加成分として摂取されるイエローミルワーム53 

申請者 Belgian Insect Industry Federation （BiiF） 

15 rue Fernand Bernier, 1060 Saint-Gilles, Belgium 

申請食品名 Tenebrio molitor for consumption as a food and as an ingredient in 

additional food groups 

食品および食品添加成分として摂取されるイエローミルワーム 

申請根拠 規則（EU）2015/2283 

用途 加熱処理された食用イエローミルワーム幼虫を含む下記の分類 

 熱処理後包装 100％・全イエローミルワーム幼虫 

 100％・乾燥イエローミルワーム  

 100％・粉末イエローミルワーム 

 100%・滅菌イエローミルワーム  

 100%・未加工イエローミルワーム生地  

 100%・ロースト・イエローミルワーム 

 ミルワーム缶詰（100%・水切りミルワーム） 

 小麦粉その他製粉品、でん粉類（乾燥イエローミルワーム 50%まで） 

 パスタ（乾燥イエローミルワーム 50%まで） 

 乳製品類似物を除くタンパク質製品（未加工イエローミルワーム 50%

まで） 

 菓子類（乾燥イエローミルワーム 10％以下） 

 サラダとセイボリーを基にしたサンドイッチ用スプレッド（未加工イ

エローミルワーム 20%まで） 

 パン・菓子・ケーキ類製品（乾燥イエローミルワーム 80%まで） 

 ナッツ類スプレッド（未加工イエローミルワーム 10%まで） 

 スープおよびだし汁（乾燥イエローミルワーム 25%まで） 

 ソース類（未加工イエローミルワーム 50%まで） 

 調理済み食品および軽食（未加工イエローミルワーム 50%まで）  
昆虫の特徴  チャイロコメノゴミムシダマシ、またはイエローミルワーム

（Tenebrio molitor L. 1758）は、甲虫目（鞘翅目）ゴミムシダマシ科

に属する甲虫類である。 

 ヨーロッパ原産で、現在は世界中に分布している。穀物、小麦粉、食

品店等の害虫である。（Ramos-Elorduy et al., 2002）。 

 乾燥した状態では特に高い栄養価を持つ食材である。オレイン酸、リ

ノール酸、α-リノレン酸を含む一価および多価不飽和脂肪酸、ビタ

ミン B1、B12、C、ミネラル（特にマグネシウム）、必須アミノ酸を

多く含む。 

 
53 https://food.ec.europa.eu/document/download/23e24fd5-6890-4107-b84d-2ec7ce719605_en?filename=novel-

food_sum_ongoing-app_2019-0396.pdf  

https://food.ec.europa.eu/document/download/23e24fd5-6890-4107-b84d-2ec7ce719605_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2019-0396.pdf
https://food.ec.europa.eu/document/download/23e24fd5-6890-4107-b84d-2ec7ce719605_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2019-0396.pdf
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 この製品は、より持続可能なタンパク質を提供することで、食肉代替

物として価値ある提案となり得る。  
特記事項 生産管理 

 微生物学的、化学的、重金属分析により、この昆虫種は FASFC（ベ

ルギー連邦食品連鎖安全機関）が提唱するガイドライン、EU 食品安

全規制、FAO が定める基準に適合している。 

 適正衛生基準（GHP）、適正製造基準（GMP）、トレーサビリティ、

届出義務、表示義務のほか、化学的・微生物的危険性の管理、

HACCP に基づく自己点検システム等を遵守し、製品化された製品の

安全性を保証している。 

 

人体への影響 

 イエローミルワームは、発展途上国で伝統的に食用として消費された

歴史がある。さらに、欧州においてもイエローミルワーム幼虫を含む

食品の消費が商業的に拡大している。こうした背景より、人体の健康

に悪影響を及ぼさないことを裏付けている（欧州での商業的拡大は、

一部の EU 加盟国が特定の条件下で当該昆虫種の商業化に付与した経

過措置によるところが大きい）。 

 

アレルギーに関する注意事項 

 イエローミルワームの摂取による、キチンによる悪影響は報告されて

いない。 

 しかし、EFSA によって人の健康にとって安全であると報告された 1

日の摂取量（キチン 5g/日）を遵守するために、乾燥イエローミルワ

ーム幼虫の摂取量が 143g/日を超過しないことを推奨できる。この数

値は、摂取最大値がいまだ定義されていない事から、リスクを最低限

に軽減するための目安となる。 

 一方、交差反応が起こりやすいため、貝類、甲殻類、ダニ類にアレル

ギーのある人は、イエローミルワーム幼虫を含む製品の摂取を控える

必要がある。この警告は、この昆虫種を含む製品のラベルに明確に記

載されなければならない。 

 エビアレルギーを伴わない食用ミルワームアレルギーの存在も証明さ

れた。しかし、現在までのところ、イエローミルワーム幼虫の摂取に

よるアナフィラキシーは、1 例のみ報告されている。当患者は当該昆

虫に対する吸入性アレルギーがあり、抗ヒスタミン薬による治療に良

好な反応を示した。 

 上記等を踏まえ、アレルギーに関し特定の表示を行う必要がある。 
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1.5.12 ミルワーム粉末54 

申請者 Nutri'Earth  

4 rue du MIN, Batiment B2, Cellule 14, Lomme, 59160, France 

申請食品名 Mealworm（Tenebrio molitor）flour 

ミルワーム粉末 

申請根拠 規則（EU）2015/2283 

用途 EU 市場におけるミルワーム粉末の使用目的として、以下の用途を提案し

ている。パン・菓子・ケーキ類製品、パスタ、果物・野菜加工品原料。 
 

昆虫の特徴 ミルワーム粉末は、ミルワーム幼虫から生産され、当該製品の単一構成要

素となる。 

特記事項 生産管理 

 申請者は、当該品種をフランスで養殖し、EU 基準に準拠した粉末へ

の加工を目指している。 

 ミルワーム粉末の品質と安全性を保証するため、適切な養殖規範と品

質システム（HACCP を含む衛生管理計画）による持続可能な飼育シ

ステムを開発した。 

 微生物、農薬、マイコトキシン、重金属の定期的な分析が実施されて

いる。これらの分析結果は、微生物については規則 (EC) 2073/2005

改正、マイコトキシンおよび重金属については規則 (EC) 1881/2006

の要件を満たすものであり、農薬については許容値以下である。 

 ミルワームの幼虫は、申請書に記載された手順で給餌、養殖、加工さ

れる。申請書に記載された生産条件下では、ミルワーム粉末は健康食

品であり、人が摂取するのに安全である。 

 

人体への影響 

 2014 年、オランダ食品・消費者製品安全局（NVWA）は、1 日 45g

の乾燥昆虫を摂取しても公衆衛生上の懸念はないと結論付けている。 

 申請者が提案する用途と消費量は、EFSA の包括的な欧州食品消費デ

ータベース（FoodEx2：食品分類記述体系）による無害と判断された

基準値（45g/日/人）を下回る。 

 分析結果によると、ミルワーム粉末に含まれるカドミウムの暴露レベ

ル（40～50ppb）は、耐容一日摂取量（TWI：Tolerable Daily 

Intake）の 4％未満に留まる。ミルワームの幼虫は、本申請書に記載

された手順で給餌され、養殖、加工される。本申請書に記載された生

産条件下では、ミルワーム粉末は健康食品であり、人が安全に摂取す

ることができる。 

 
54 https://food.ec.europa.eu/document/download/531f0e98-9c78-41c0-a6e3-ba2a00ef9e5a_en?filename=novel-

food_sum_ongoing-app_2019-1142.pdf  

https://food.ec.europa.eu/document/download/531f0e98-9c78-41c0-a6e3-ba2a00ef9e5a_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2019-1142.pdf
https://food.ec.europa.eu/document/download/531f0e98-9c78-41c0-a6e3-ba2a00ef9e5a_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2019-1142.pdf
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アレルギーに関する注意事項 

 ミルワームが、甲殻類にアレルギーを持つ人に対してアレルギーを誘

発する可能性があることが、複数の研究によって明らかにされてい

る。 

 ミルワーム粉末を含む食品には、「甲殻類に類似したアレルゲンが含

まれている」ことを記載する必要がある。 
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1.5.13 脱脂後のイエコオロギ丸ごとの粉末55 

申請者 Cricket One  

No., Ltd. 383/3/51 Quang Trung street, Ward 10, Go Vap district, HCMC,  

Vietnam. 

申請食品名 Defatted whole cricket（Acheta domesticus）powder 

脱脂後のイエコオロギ丸ごとの粉末 

申請根拠 規則（EU）2015/2283 

用途  FoodEx データベース定義により、本製品を使用できる食品カテゴリ

には以下のものがある。 

 パンと小型パン、朝食用シリアル、穀物ベースの料理、スポーツ用食

品（そのようにラベル付けされたもの）、穀物および穀物ベースの製

品、パスタ、ソーセージ、スナック食品。ノベルフードは、他の食品

を置き換えるためのものでは無い。 

 本製品は粉末のまま、多くの種類の焼き菓子や、調理工程を含む料理

のレシピに使用可能である。  
昆虫の特徴  食用昆虫、特にコオロギは、東南アジアのカンボジア、ラオス、ミャ

ンマー、ベトナム、タイを含む世界の複数の国々で伝統的な食材とし

て消費されている。 

 特にタイでは、天然資源への影響を軽減する為、20 年以上前から養

殖が始まり、美味しさ、食感、栄養価の高さなど、すでに確立された

味として広く認知され、組織的なコオロギ産業に発展している。 

 この昆虫種は近隣諸国の伝統的な食生活の一部であり、持続可能なタ

ンパク質供給に対する国内外の需要の高まりに合わせ養殖も行われて

きた。 

 イエコオロギ（Acheta domesticus）の消費は、様々な形態や機会で

行われてきた。一般的な調理法としては、揚げる、焼く、蒸す等が挙

げられる。また主食と共に、スナックとして食されている。すべての

年齢層の人々に好まれており、地域によって一人あたりの消費量は異

なる。 

 コオロギパウダーは、近年、欧米で価値のある素材として受け入れら

れていることを始め、多くのレシピに食材として使用できる利便性か

ら、世界中で強い関心を集めている。 

 本申請の対象となる新規食品は、脱脂したイエコオロギ（Acheta 

domesticus）の丸ごと粉末から構成されている。 

 ベトナムで生産された本製品は、乾燥状態で約 70g/100g のタンパク

質（DM）および 10g/100g の脂肪（DM）の近位組成を有する。 

 
55 https://food.ec.europa.eu/document/download/163beed7-d900-434a-beaa-0f9e208bea3a_en?filename=novel-

food_sum_ongoing-app_2019-1227.pdf  

https://food.ec.europa.eu/document/download/163beed7-d900-434a-beaa-0f9e208bea3a_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2019-1227.pdf
https://food.ec.europa.eu/document/download/163beed7-d900-434a-beaa-0f9e208bea3a_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2019-1227.pdf
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 この食品はすべての必須アミノ酸を含み、栄養価の高い脂肪酸と、カ

ルシウム、カリウム、鉄、亜鉛、ビタミン B1、B2 等の微量栄養素が

含まれている。タンパク質は、他の主要なタンパク質源と同等の消化

率であることが報告されており、高品質であると考えられている。 

特記事項 生産管理 

 伝統的な食品の生産と加工は、危害分析重要管理点と適正農業規範の

下、閉鎖的な養殖システムで行われている。 

 

人体への影響 

 本製品は、ベルギー連邦食品安全庁が定める安全性要件に適合する。 

 FASFC 科学委員会（2014）が定める安全性要件に適合する。 

 

アレルギーに関する注意事項 

 この申請は、ベルギー連邦食品連鎖安全機関（FASFC）科学委員会、

が 2014 年に提唱したキチンの推奨最大 1 日摂取量 5g、またコオロギ

のキチン含有量が 100g あたり 5～7g であるという新たに発表された

データに従っている。 

 2011 年のガイドライン「曝露評価における EFSA 欧州包括的食品消

費データベースの使用」に従って、上記に定義した食品カテゴリに、

当該申請食品が最大 30％まで含有される可能性を想定して複数のシ

ナリオが開発されている。 

 これらのシナリオは、定義されたキチンの 1 日最大摂取量に従ったも

のである。キチン-グルカンの安全性に関する EFSA の意見（2010 

年）では、キチン の 1 日摂取量の上限は 5g と定義されており、

「これらの（上限摂取量の）結果から安全性の懸念は生じない」こと

から、予防的アプローチとみなされた。 

 甲殻類およびイエダニにアレルギーのある人は、低～中程度の交差反

応が確認されている。この可能性については、ラベル表示によって消

費者に十分な警告が行われる。 
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1.5.14 ミルワーム幼虫に由来するプロテイン粉末56 

申請者 Ynsect NL B.V. 

Harderwijkerweg 141b, 3852 AB Ermelo, the Netherlands. 

申請食品名 Protein powder from Alphitobius diaperinus larvae 

ミルワーム幼虫に由来するプロテイン粉末 

申請根拠 規則（EU）2015/2283 

用途  この物質は、加水分解と分離を組み合わせて得られた高タンパク質の

水溶性粉末状の新規食品である。 

 タンパク質の品質は、FAO（FAO 2013）が設定した値と⽐較し、す

べてのアミノ酸が高い値を示している。  
昆虫の特徴  ミルワーム幼虫（Alphitobius diaperinus）製品の製造に使用される

幼虫は、ライフサイクルが短い。 

特記事項 生産管理 

 100％植物性の GMP+認証飼料*を使用し、閉鎖環境下で養殖してい

る（*基材グループ A：EU の飼料原料一覧表（規則 (EU) 68/2013）

に従い、食用動物の飼料として認可された動物飼料原料）。 

 

人体への影響 

 分析および科学的研究により、重金属、マイコトキシン、農薬、ベン

ゾキノン、アクリルアミド、プリオン、ダイオキシンおよび PCB、

PAHs、ANFs について安全性の懸念がないことが示されている。 

 微生物データは、規則 (EC) 2073/2005 の制限値を超えていない。 

 ミネラルとビタミンの濃度は、予測される摂取量の計算データに基づ

き、上限値を超える可能性はない。 

 加水分解昆虫タンパク質パウダーを最大使用量使用した場合、栄養面

での悪影響はないと予想される。加水分解昆虫タンパク質パウダー

は、欧州の食生活において習慣的に使用されている。 

 文献調査では、タンパク質およびミネラルの吸収、消化、代謝、排泄

に関する懸念は見つかっていない。 

 非遺伝毒性であると考えられる。 

 提案された使用条件と摂取量において、この物質は、食品素材として

安全であると結論付けられた。 

 

アレルギーに関する注意事項 

 アレルギーの可能性と交差反応は、甲殻類、軟体動物、ハウスダスト

マイトとの交差反応が存在し、製品がグルテンを含むことから、アレ

 
56 https://food.ec.europa.eu/document/download/1ac8d892-c2bf-4ffe-8268-8476047e5cd1_en?filename=novel-

food_sum_ongoing-app_2019-1292.pdf  

https://food.ec.europa.eu/document/download/1ac8d892-c2bf-4ffe-8268-8476047e5cd1_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2019-1292.pdf
https://food.ec.europa.eu/document/download/1ac8d892-c2bf-4ffe-8268-8476047e5cd1_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2019-1292.pdf


第１章  EU 

第１節 食用昆虫規制の実態 

 

46 

 

ルギー性表示の義務付けが必要である。製品には、グルテンが含まれ

ている。 
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1.5.15 イエコオロギ粉末57 

申請者 Italian Cricket Farm S.r.l 

Via Vigone n°20, 10060 Scalenghe, Turin, Italy 

申請食品名 Cricket flour Acheta domesticus 

イエコオロギ粉末 

申請根拠 規則（EU）2015/2283 

用途 欧州市場に既に存在する食品（例：チョコレートおよび類似品、ビスケッ

ト、サンドイッチ、ピザ、その他の穀物由来製品、代替肉製品、パスタ、

ケーキ等）への添加を目的とする。 
 

昆虫の特徴  イエコオロギ（Acheta domesticus） は、コオロギ科に属する直翅目

（バッタ目）である。食用として世界中で消費されていることが文献

によって確認されており、この昆虫の摂取に起因する健康被害の事例

は見つかっていない。 

 コオロギ粉は、Acheta domesticus 種に属するコオロギ 100%で構成

されており、使用するのは雌雄ともに成虫の個体のみである。 

 この食品は、タンパク質の割合が高く（66.6%）、脂質は 16.6%、炭水

化物は 0%未満で、繊維質成分はキチン（5%）である。 

 この食品は、従来の食肉消費と⽐較して、より持続可能な食品の代替

品として申請者が推奨しているものである。 

特記事項 生産管理 

 養殖は、生物学的および生物学的汚染のリスクを低減するため、監視

された環境条件と優れた基準を備えた閉鎖環境下で行われ、この基準

は常に尊重され保証されたものである。 

 環境負荷の軽減は、昆虫の高い換算係数（飼料／生体重量）によって

保証されている。 

 動物飼料に関する規則 (EU) 2017/1017 に適合した高品質の飼料が給

餌されている。 

 

人体への影響 

 食用として世界中で消費されていることが文献に記載されており、こ

の昆虫の消費に起因するリスクの事例は見つかっていない。 

 

 

 

 
57 https://food.ec.europa.eu/document/download/1c0a3fa1-5284-419a-8a59-fbc889dec385_en?filename=novel-

food_sum_ongoing-app_2020-1860.pdf  

https://food.ec.europa.eu/document/download/1c0a3fa1-5284-419a-8a59-fbc889dec385_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2020-1860.pdf
https://food.ec.europa.eu/document/download/1c0a3fa1-5284-419a-8a59-fbc889dec385_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2020-1860.pdf
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アレルギーに関する注意事項 

 推定される最大消費量は、タンパク質の高い割合やキチンの量等、重

要な要素を考慮して算出されている。最大消費量は、1 日あたり約

50g のコオロギ粉（より高い数値もあり）である。よって、1 日あた

り約 50g のコオロギ粉を摂取することを想定している（性別や年齢層

によってはそれ以上摂取することも可能）。 

 甲殻類や軟体動物のアレルギーがある場合は、コオロギ粉を摂取する

とアレルギーを引き起こす可能性があることを表示する。 
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1.5.16 ミルワームタンパク濃縮物58 

申請者 Ynsect 

Genopole Campus 3/ Batiment 2-1, rue Pierre Fontaine - 91058 Evry - 

France 

申請食品名 Tenebrio molitor protein concentrate 

ミルワームタンパク濃縮物 

申請根拠 規則（EU）2015/2283 

用途  本申請は、次の食品カテゴリにおける成分として、"YnMeal™"の食用

での使用の承認を求めるものである。 

 タンパク質製品（カテゴリ 1.8 の製品を除く）、乳製品類似品（飲料

用ホワイトナーを含む）、および食品サプリメント。 
 

昆虫の特徴 ミルワーム幼虫はタンパク質を豊富に含む粉末に加工可能。 

特記事項 生産管理 

 "YnMeal™"は、伝統的な製法によって生産される。 

 ここでは、4 つの主要工程がある。ミルワーム幼虫の飼育、火入れに

よる殺処理、ふるい分け、（幼虫の異なる部分の機械的分離）、分離さ

れた角皮と固形状物の最終乾燥である。 

 機械的な分離と加熱処理のみが適用され、幼虫への給餌を除いた工程

において、加工助剤、抽出溶媒、その他の添加物を使用しない。 

 管理の行き届いた養殖、給餌、ふるい分けにより、幼虫の栄養組成、

特にタンパク質濃度が適切であることが保証される。 

 成長と品質に適した条件（農業副産物を原料とした飼料、水道水、成

長に適した暗さと温度の条件）で閉鎖的な環境で飼育される。 

 HACCP 分析では、最終乾燥が製造工程の重要管理点（Critical 

Control Point）に指定されている。 

 乾燥の条件は、微生物学的品質とタンパク質含有量に直接関連する 

 殺処理前の幼虫の品質（微生物学的品質と栄養学的品質）と最終製品

である "YnMeal™"の品質を確保するために、複数の工程内管理が行

われている。 

 

人体への影響 

 "YnMeal™"は、妊娠中、授乳中の女性、3 歳未満の小児を除く一般人

を対象としている。 

 化学的汚染物質の存在は、基材および環境中の汚染物質の存在に関す

る現行の手順によって管理される。これらは規則 (EC) 178/2002、規

 
58 https://food.ec.europa.eu/document/download/299034a8-ad5d-437e-be5e-e69ba334af85_en?filename=novel-

food_sum_ongoing-app_2020-1959.pdf  

https://food.ec.europa.eu/document/download/299034a8-ad5d-437e-be5e-e69ba334af85_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2020-1959.pdf
https://food.ec.europa.eu/document/download/299034a8-ad5d-437e-be5e-e69ba334af85_en?filename=novel-food_sum_ongoing-app_2020-1959.pdf
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則 (EC) 1881/2006（統合版）に一般的な食品原則と食品汚染物質に

関する要求事項として、それぞれ規定されている。 

 ミルワーム幼虫に蓄積する可能性のある化学物質については、重金

属、マイコトキシン、PCB/ダイオキシン、農薬、微生物に関する実

験結果により、安全性を確認することが可能である。 

 EFSA の段階的毒性試験のアプローチで推奨されているように、新規

食品は 2 つの試験遺伝毒性試験で評価された。 

 この一連の試験で、"YnMeal™"は変異原性または遺伝毒性を示さなか

った。 

 すべての試験評価項目は明確に陰性であり、"YnMeal™"は遺伝毒性危

険物質ではないと結論づけることができる。また、文献により、遺伝

毒性の可能性がないことが確認されている。 

 

アレルギーに関する注意事項 

 キチンが含まれる。オランダ当局の報告書や文献によると、昆虫の通

常の範囲と同程度の濃度で含まれており、安全性が確保されている。 

 公開されたデータと Ynsect の製造工程から、安全性に関する懸念が

残らないことが明らかになった。従って、ADME（薬物動態試験）お

よび慢性毒性試験は実施していない。 

 オランダ食品・消費者製品安全局（NVWA）の 2014 年報告書の助言

を考慮し、"YnMeal™"の 1 日摂取量を 45g/日に設定した。NVWA

は、キチン含有製品に関する過去の EFSA 科学報告書と昆虫のキチン

含有量に基づき、1 日 45g 昆虫摂取は公衆衛生上の安全性の懸念を生

じさせないと結論づけている。 

 アレルゲン性に関しては、食物アレルギーを専門とする 2 つの公的研

究機関（国立農学研究院（INRA）およびユトレヒト大学医学部

（UMCU））により、ヒトの血清を用いた生体外試験が行われた。 

 この研究では、未加工のミルワーム幼虫と⽐較して IgE 結合反応が低

下するものの、"YnMeal™"は既知の甲殻類およびダニアレルギーの患

者にアレルギー反応を引き起こす可能性があると結論付けている。 

 また、ヒトの症例報告では、既知の貝類（甲殻類）およびダニアレル

ギーの患者が一般的な昆虫製品を摂取した後にアレルギー反応を示す

ことが報告されている。 

 このリスクを管理するため、規則 (EU) 1169/2011 に従って、「貝類

（甲殻類）およびダニアレルギーを持つ人には適さない」という特定

の警告を表示することになる。 

 申請者は、提案された使用条件において"YnMeal™"は欧州の人々によ

る消費に安全であり、予想される摂取量において栄養学的な悪影響は

ないと判断する。 
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1.6 包装規格・表示内容に関する規則 

 

 欧州の法律では、昆虫およびその加工品の製造者は食品製造者とみなされ、欧州レベルで

定められた厳格な製造基準を遵守することが義務付けられている。食品製造の際には、(EC) 

178/2002 と (EC) 852/2004 の基準を遵守することが求められており、特に衛生面とトレーサ

ビリティの両面から厳しい仕様となっている59。(EC) 852/2004 の第 10 章では、包装及び包装

に使用される材料は汚染源にならないようにすること、また汚染の危険がないように保管され

ることなどを求めている。 

 

食品と接触する素材に関しては、「食品に接触する素材及び製品に関する規制」(EC) 

1935/200460により、管理されている。第 3 条、第 5 条、第 16 条において、梱包材が適正製造

基準（GMP： Good Manufacturing Practice）に従って製造され、規則に適合していることを

然るべき根拠をもって宣言した文書（適合宣言書）で安全性を証明することが求められてい

る。さらに、食品非接触面であっても、非接触面に使用されたインクが食品接触面に移行しな

いように取り扱うことが要求されている。また、国によって異なる基準も存在するため、加盟

国の国内法も確認する必要がある。 

 

食品表示基準に関しては、2014 年 12 月から適用されている(EU)1169/2011「消費者への食

品情報提供に関する規則」に従う必要がある61。第 4 章「必須となる食品表示情報」第 1 節の

第 9 条62によると、表示義務のある情報は図表 1-7 の通りである。 

  

 
59 IPIFF https://ipiff.org/wp-content/uploads/2021/01/FAQs-Insects-as-Novel-Foods-in-the-European-Union-13-

01-final.pdf 
60 欧州連合法データベース https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/ALL/?uri=celex%3A32004R1935 
61 欧州連合法データベース https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/?uri=LEGISSUM:co0019 
62 欧州連合法データベース https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/ALL/?uri=celex%3A32011R1169  

https://ipiff.org/wp-content/uploads/2021/01/FAQs-Insects-as-Novel-Foods-in-the-European-Union-13-01-final.pdf
https://ipiff.org/wp-content/uploads/2021/01/FAQs-Insects-as-Novel-Foods-in-the-European-Union-13-01-final.pdf
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/ALL/?uri=celex%3A32004R1935
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/?uri=LEGISSUM:co0019
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/ALL/?uri=celex%3A32011R1169
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【図表 1-7 一般食品ラベル表示要求事項】 

1 食品名 

2 成分リスト 

3 付属書 II に記載された成分や加工助剤、またはアレルギー誘発物質 

4 特定成分の分量や成分カテゴリ 

5 食品の正味量 

6 品質保持期限や使用期限 

7 特別な保管条件や使用条件 

8 食品事業者の名称と住所 

9 原産国または製造場所 

10 使用法（指示が必要な場合のみ） 

11 実際のアルコール度数（度数が 1.2%を越える飲料のみ） 

12 栄養表示 

13 エネルギー量と栄養素（包装済み食品のみ）  

 

更に、(EC) 258/9763 新規食品および新規食品成分に関する規則も存在する64。昆虫に関して

は新規食品に該当するため、こちらの規則も適用される。第 8 条によると、上述の要求事項に

加え、以下の事項を記載しなければならない。 

 

 

【図表 1-8 新規食品および新規食品成分に関する規則】 

1 食品の成分、栄養価、使用目的などの商品特性 

2 一部の人の健康に影響を与える可能性のある物質の有無 

3 既存の食品に存在せず、倫理的な懸念を生じさせる材料の有無 

4 遺伝子組み換え作物使用の有無 

 

 
63 欧州連合法データベース https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/?uri=celex%3A31997R0258 
64 欧州連合法データベース https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/?uri=LEGISSUM:l21119 

https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/?uri=celex%3A31997R0258
https://eur-lex.europa.eu/legal-content/EN/TXT/?uri=LEGISSUM:l21119

